
 

 

 

 

 

 

 

  

         学校再開！ 平常日課開始!! 

    ～感染拡大防止対策と互いを思いやる気持ちを大切に～ 

  

 分散登校，オンライン授業，午前中の一斉授業を経て，いよいよ本日から平常日課での

学校生活をスタートしました。2 学期は，体育祭や文化祭など学校行事も多く，学校が最

も活気づく学期です。まだまだ制約の多い学校生活ですが，生徒の皆さんの生き生きとし

た姿が学校に活気をもたらしてくれることを期待します。生徒と教職員が協力して思い出

深く，学びの多い 2学期にしていきたいと考えています。 

 新型コロナウイルス感染症については，減少傾向にはあるものの，第 6波が心配される

など，まだまだ気を緩める状況ではありません。学校では，マスク着用，手指消毒，常時

2方向の窓を開けての換気，手洗い・うがいの励行，給食時の黙食指導，1日 1回の校内

消毒等の感染拡大防止対策を講じてまいります。 

 また，これから冬場に向けて，新型コロナウイルス感染症だけではなく，インフルエン

ザによる高熱や風邪による体調不良など多様な感染症が流行する時期になります。学校を

休んだ生徒が回復して学校に復帰する際，何か嫌なことを言われはしないかと不安になり，

学校に戻りづらい状況になるようなことがあってはなりません。誰もが体調を崩して欠席

することはあるのですから，病気が治って登校してきた友達には，自分が言われたら嬉し

いなと思う言葉がけができるようにしてほしいと思います。お互いに相手の気持ちを思い

やれる，そんな鼓ヶ浦中学校であってほしいと思います。 

  

保護者の皆様へ再度のお願い 

 

〇マスク着用，手洗いの励行，換気，毎日の検温，食事，十分な睡眠など基本的な感染症

予防対策を引き続きお願いします。 

〇子どもさんに発熱等風邪症状がある場合は，自宅での休養を徹底してください。また，

同居のご家族に同様の症状がみられる場合も登校を控えるようご協力ください。 

〇子どもさんが登校後，体調不良を訴えた場合は，原則，早退の対応をします。携帯番号

や職場の番号など，必ず連絡のつく連絡先をお知らせください。 

 

Ｒ３．全国学力・学習状況調査の結果から 
 

 ５月２７日（木）に実施された「全国学力・学習状況調査」の結果が８月下旬に文部科

学省より発表されました。               （裏面に続く） 

  学校通信   令和３年 ９月 ２７日    № ８ 

鼓ヶ浦（つづみがうら）  

   鈴鹿市立鼓ヶ浦中学校 
     TEL:386-5852  FAX:386-4663 
    http://www.edu.city.suzuka.mie.jp/jhtsudumigaura/ 

「来てよかった， 

  明日も来たい」 

     と思う学校 



 本年度もこの調査結果について，分析・考察を進め，学力の定着状況や今後の取り組み

についてまとめました。 

 これまでもお知らせしてきましたが，この調査により測定できるのは学力の一部であり，

学校における教育活動の一側面です。このことを十分考慮しながら，今回の分析結果や今

後の取り組みを家庭・地域の皆さんと共有し，学校・家庭・地域が一体となった取り組み

にしていきたいと考えています。 

 

各教科の平均正答率 

 

 全国 三重県 鈴鹿市 本校 

国 語 64.6 63.0 61.0 62.0 

数 学 57.2 58.0 56.0 61.0 

 

国語分析 

〇 「漢字の読み」の正答率が非常に高い。 

〇 「相手や場面に応じて適切に敬語を使うこと」が昨年より良くなり，県平均に近づい

ている。 

▲  記述式での無回答率が高い。（県平均 22.7％ 本校 26％）出題が「吾輩は猫である」

からであったが，文学的な文章に苦手意識を持っている。 

▲  「随時」といった日常使わない言葉の正しい意味が選択できていない。日常使わない

言語への知識・理解が課題である。 

手だて 

・普段の生活の中で，名作といわれる近代文学や古典文学に興味を持てるよう，それらを

味わえる語彙力や言語表現を国語の授業でつけていき，読む力を高めていく。 

・「随時」のような日常使わない言葉の意味を正しく理解するために，全職員が全ての授 

業を通して言語表現を意識して指導していく。また，生徒間でも発言や作文で間違い 

を注意し合えるよう国語科が中心となって取り組んでいく。 

 

数学分析 

〇 全国平均を上回ることができた。 

〇 短問や選択の問題の正答率が高い。 

▲  記述式問題での無回答率が昨年より高くなった。 

 

手だて 

・１年時より年々定着率が高くなってきている。基本的にはこれまでの指導方法を継続 

 していく。 

・自分の考えがあれば，（多少自信はなくても）記述式問題にチャレンジし，答えを書こ 

うとすることを学年全体の授業でとりくんでいく。 


